
 

新
潟
労
働
局
が
城
北
中
学
校
で
の
学
校
給
食

に
お
け
る
請
負
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
し
、
市

教
委
区
委
員
会
を
指
導
し
た
こ
と
で
上
越
市
の

学
校
給
食
民
営
化
の
動
き
は
新
た
な
展
開
を
み

せ
て
い
ま
す
。 

 

市
議
会
文
教
経
済
常
任
委
員
会
は
３
０
日
、

こ
の
問
題
に

つ
い
て
市
教

委
か
ら
報
告

を
受
け
、
今

後
の
取
り
組

み
な
ど
に
つ

い
て
質
疑
を

行

い

ま

し

た
。 

 

市
教
委
の

報
告
に
よ
る

と
、
新
潟
労

働
局
は
１
０

月
１
６
日
、

請
負
契
約
関

係
書
類
や
支

出
関
係
書
類

な
ど
に
基
づ

く
調
査
や
栄

養
士
、
チ
ー

フ
調
理
員
に

対
す
る
聞
き

取
り
調
査
を

行
っ
た
と
い

う

こ

と

で

す
。 

 

調
査
の
結

果
、
新
潟
労
働
局
は
、
「
現
在
締
結
し
て
い
る

業
務
委
託
（
請
負
）
契
約
に
つ
い
て
実
態
を
精

査
の
う
え
、
貴
職
（
市
教
委
）
と
受
託
者
の
業

務
及
び
労
働
者
へ
の
責
任
な
ど
を
明
確
に
し
、

恒
常
的
に
受
託
者
の
判
断
及
び
管
理
に
よ
る
独

立
し
た
業
務
遂
行
を
維
持
す
る
こ
と
」
を
市
教

委
に
求
め
ま
し
た
。 

 

市
教
委
の
報
告
を
受
け
て
の
審
議
で
は
、
学

校
給
食
を
考
え
る
会
所
属
の
議
員
が
次
々
と
質

問
に
立
ち
、
「
９
月
か
ら
の
委
託
業
務
状
況
に

つ
い
て
、
問
題
な
く
行
わ
れ
て
い
る
と
し
て
い

る
が
、
と
ん
で
も
な
い
。
問
題
が
あ
っ
た
か
ら

労
働
局
の
指
導
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」

「
労
働
局
が
指
導
で
問
題
に
し
た
中
身
は
ど
う

い
う
場
面
か
」
「
栄
養
士
が
調
理
現
場
で
口
を

出
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
場
面
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
」
な
ど
と
厳
し
く
追
及
し
ま
し
た
。 

 
そ
の
結
果
、
１
２
月
上
旬
か
ら
予
定
さ
れ
て

い
た
来
年
度
の
民
間
委
託
実
施
予
定
校
で
の
説

明
会
は
延
期
さ
れ
、
民
間
委
託
の
検
証
項
目
の

見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
約
束

さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
学
校
給
食
運
営
委
員
会

や
教
育
委
員
会
で
、
学
校
給
食
民
間
委
託
を
来

年
度
も
継
続
、
拡
大
し
て
い
く
方
針
を
決
め
て

い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
労
働
局
の
指
導
を
受
け

る
前
の
段
階
で
の
も
の
で
す
。
も
う
一
度
検
討

す
る
必
要
が
出
て
き
ま
し
た
。
（
写
真
は
委
員
会
で

の
審
議
の
様
子
） 

 

通
園
バ
ス
で
も
激
論
、
委
員
会
は

賛
成
６
、
反
対
４
で
可
決 

  

厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、
市
が
来
年
４
月
か

ら
通
園
バ
ス
の
運
行
経
費
の
一
部
を
利
用
者
か

ら
分
担
金
と
し
て
徴
収
す
る
条
例
を
め
ぐ
っ
て

激
し
い
質
疑
が
続
き
ま
し
た
。 

 

委
員
会
で
は
、
「
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

合
併
協
議
に
基
づ
い
て
策
定
し
た
新
制
度
で
あ

り
…
と
い
う
文
言
を
つ
け
た
の
は
意
図
的
で
問

題
だ
」
「
今
回
の
条
例
は
、
子
育
て
支
援
に
力

を
注
ぎ
た
い
と
い
う
市
長
の
姿
勢
に
逆
行
す
る

も
の
だ
」
「
保
育
園
統
合
で
現
在
の
と
こ
ろ
に

通
園
を
余
儀
な
く
し
て
い
る
と
い
う
の
は
受
益

で
は
な
い
。
負
担
だ
」
「
ア
ン
ケ
ー
ト
で
利
用

し
て
い
な
い
人
も
含
め
て
集
計
し
て
い
る
の

が
、
こ
れ
で
は
正
確
な
ニ
ー
ズ
集
約
と
は
な
ら

な
い
」
「
保
育
料
と
同
じ
く
、
所
得
に
応
じ
て

料
金
設
定
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
２
人
目
以
降

は
少
子
化
対
策
と
し
て
無
料
に
し
て
も
良
か
っ

た
の
で
は
」
な
ど
と
の
べ
ま
し
た
。 

 

市
側
は
合
併
協
議
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
な

ど
と
の
べ
、
譲
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
採
決
の

結
果
は
賛
成
６
、
反
対
４
。
共
産
党
議
員
団
の

樋
口
議
員
や
大
潟
区
選
出
の
内
山
、
柳
沢
両
議

員
な
ど
が
反
対
し
ま
し
た
。
大
方
の
予
想
を
上

回
る
反
対
が
出
た
の
は
世
論
を
反
映
し
た
も
の

で
す
。 

 

『
山
村
集
落
再
生
…
』
の
書
評
が 

  

５
日
付
け
の
「
上
越
よ
み
う
り
」
に
私
も
執

筆
し
た
『
山
村
集
落
再
生
の
可
能
性
』
（
自
治

体
研
究
社
）
の
書
評
が
出
ま
し
た
。
９
日
の
新

潟
日
報
文
芸
欄
の
「
新
潟
の
一
冊
」
で
も
紹
介

さ
れ
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
一
読
を
。 

 

本

は
、

春
陽
館
書

店
な
ど
に

あ

り

ま

す
。
ご

希

望
の
方
は

橋

爪

ま

で
。 
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労
働
局
の
指
導
を
ふ
ま
え
再
検
討
を
と
の
訴
え
に 

 
 

 
 

 

市
教
委
は
新
年
度
実
施
予
定
校
の
説
明
会
を
延
期 



 

市
民
俳
句
大
会
、
吉
川
区
か
ら
は
６
人
が
入
賞 

  

今
年
度
の
上
越
市
市
民
俳
句
大
会
の
表
彰
式
が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
ま
し
た
。
吉
川
区

か
ら
は
飯
川
美
代
さ
ん
、
長
谷
川
ト
ミ
オ
さ
ん
な
ど
６
人
が
佳
作
に
入
り
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、
長
谷
川
さ
ん
の
「
八
方
を
正
面
と
せ
り
立
葵
」
は
５
人
の
選
者
か
ら
選
ば
れ

ま
し
た
。 

 

今
回
、
市
民
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
俳
句
は
全
体
で
３
１
１
１
句
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

吉
川
区
か
ら
は
２
７
人
の
方
が
７
５
句
、
投
句
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
下
は
入
賞
さ
れ
た

方
々
の
作
品
で
す
。
い
ず
れ
も
ア
イ
ウ
エ
オ
順
で
す
。 
  

子
等
集
い
米
寿
の
宴
や
夏
座
敷 

 
 

飯
川
美
代
さ
ん 

  

賜
り
し
老
師
の
歌
集
秋
う
ら
ら 

 
 

加
藤
八
重
さ
ん 

  

八
方
を
正
面
と
せ
り
立
葵 

 
 
 
 

長
谷
川
ト
ミ
オ
さ
ん 

 

足
湯
し
て
身
の
ほ
ぐ
れ
ゆ
く
秋
の
水 

同
右 

  

新
涼
や
縁
側
と
言
う
よ
き
客
間 

 
 

藤
田
八
良
さ
ん 

  

ち
ち
ろ
鳴
く
独
り
の
家
の
鍵
を
挿
す 

山
崎
文
治
郎
さ
ん 

 

米
山
に
真
向
ふ
駅
の
風
涼
し 

 
 
 

同
右 

  

長
生
の
帯
〆
直
す
端
居
か
な 

 
 
 

吉
村
ム
メ
ノ
さ
ん 

 県立吉川高校の跡地利用については、既存の施設を

利用して新潟工科専門学校が醸造実技実習を行う場と

して利用することで合意されていました。しかし、学

生を確保できないことなどから計画は白紙になったこ

とが４日の市議会総務常任委員会で報告されました。 

 地域振興部長の報告によると、専門学校側から本年

６月に進出計画の見直し案が提出され、実習期間が当

初の通年利用から１か月程度に、生徒数も４０人規模

から１５人規模にするなどの大幅な計画縮小案が示さ

れたといいます。それを受け、市では、「見直し案で

は酒文化の伝承と醸造を中心とした専門高等教育を官

民一体で推進し、吉川区の中心地の

活性化を図るという当初の目的を達

成することが困難である」「施設と

土地を県から取得したうえで無償で

新潟工科専門学校に貸与する、必要

な施設整備は地域事業費約1億5500

万円を投じて行うとした計画の効果

は期待できない」との結論に達した

といいます。そこで市と専門学校側

の双方で協議した結果、１０月２３

日に指定解除確認書を取り交わし、

計画を白紙にしたということでした。 

 市ではその後、同校の有効活用を検討したものの、

新たな利用計画が見いだせないことから、１１月１５

日に、新潟県教育庁に対して、跡地譲渡要望について

取り下げ書を提出したそうです。残念なことですが、

やむをえません。（左の写真は閉校記念碑。さみしそうです） 
 

総合事務所、地域事業見直し案提示 
 

 財政難などを理由とした新市建設計画の地域事業費

見直しの必要性を市が訴えていますが、５日開催され

た吉川区地域協議会に区総合事務所が見直しの事務局

案を提示しました。 

 それによると、見直し後の地域事業費は１９億３３

００万円で、吉川小学校校舎大規模改修など９事業

（事業完了含め）に取り組むとしています。当初計画

の登載されていて今回取りやめになったのは、都市交

流拠点整備事業、「森の文化・匠の里づくり事業（吉

川高校跡地利用）」、道の駅整備事業などです。 

 見直し案は吉川区地域協議会（山崎巖会長）を中心

に議論されますが、みなさんからも積極的なご意見、

ご提案をお願いします。 

県立吉川高校の跡地利用計画が白紙に 

地域事業見直し案 

 

 ５日の地域協議会で示された主な

事業は以下のとおりです。事業完了

したものは掲載しませんでした。 

 

●一般廃棄物最終処分場適正閉鎖事

業（片田地内の閉鎖工事）711万円 

●保育所整備事業（中央保育園の大

規模改造、旭保育園の増築、吉川保

育園の一部改築助成）1億2500万

円。 

●林道整備事業（岩沢米山線全線開

通） 1100万円。 

●小・中学校校舎改造事業（吉川小

学校の大規模改修）2億5056万円。 

●地域ケーブルテレビ施設整備事業

（ケーブルテレビの整備と施設の管

理運営）5億4755万円。 

●観光施設修繕事業（遊ランドの修

繕及びパラグライダーテイクオフ整

備）5000万円。 

●道路整備事業（市道26路線の改

良）8億2512万円。 

 


